
「手あそび」
浜の子園では、会の中で手あそびを取り入れることがあります。手あそびの場面で

お子さんが体験していることやその意義について、紹介します。

子どもは、大人の動きをまねることに
よって、生活に必要な動作を行ったり、
文字を書いたりできるようになります。
手あそびはそのための練習にもなり
ます。

歌に合わせて遊ぶことにより、楽しみながら身体を動か
すことができます。また、「あし」「おめめ」など、身体部
位の名前を言いながら触ることで、身体各部の名前を
覚えていきます。リズムと同時に聞いたり発したりする
ことで、ことばが覚えやすくなります。

お子さんによっては、手あそびやくすぐりなどのふれあいあそびを嫌がる場合があります。これにはいくつかの理由が
考えられます。人に触れられることが苦手な触覚の過敏さがあったり、どのように身体を動かして良いのかが分かりにく
かったりするのも一つの理由です。また、いろいろな音を聞きわけたり、聞くことが苦手な聴覚の感じ取りにくかったりす
ることもあります。その他にも不慣れな場所や初めてする活動に不安を感じている、自分はうまくできないという苦手意
識から人前ですることを嫌がっている、などの内面的な理由もあると考えられます。
あくまで「あそび」の一つですので、もし嫌がっている場合は無理にすすめず、どうして嫌なのか理由を考えてみるとよ
いかもしれません。「会では全くしようとしないのに、歌をきちんと覚えていて、家ではやっています。」というお話を聞くこ
ともよくあります。お子さんのペースで、お子さんの楽しめる範囲であそんでいただけたらと思います。

保護者や先生、子ども同士で目と目を
合わせたり、「あっかんべー」などで表
情の変化を楽しむことにより、相手の
表情に注意を向けることができます。

自分の考えた通りに身体を動かすこと
や手足を協調させて動かす練習にな
ります。

皮膚への刺激を受けることで自
分の身体を意識できるようにな
り、脳の活性化にもつながりま
す。 手あそびにおける

子どもの体験とその意義


